
 
 
 
 
 
1. 研究の目的と背景 
田老町は岩手県の三陸沿岸に位置し、リアス式海岸の

ため湾の奥が深く、津波の波高が高くなりやすい特徴が

ある。記録に残る津波は、貞観十一年(869 年)から確認さ

れている（表-1）。その後、幾度となく地震津波に襲われ、

平成 23 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震による津波

で膨大な被害が発生した。この田老町の被害を文献によ

り調査し、過去の津波被害と比較する事を目的とする。 
2. 研究方法 

過去の地震による田老町の津波被害については表-2 に

示す文献を調査した。本論では明治三陸地震、昭和三陸地

震を取り上げ、東北地方太平洋沖地震の被害と比較する。

なお、編纂元や調査内容により死者数や倒壊数などの値

が異なるため、明治三陸地震・昭和三陸地震については、

参考文献中に最も詳細に調査されている数字を基にまと

めた（註-1）。 
3.  田老町に大きな影響を及ぼした地震津波 

3-1 明治三陸地震 

 明治三陸地震は岩手県三陸沖（北緯 39.5 度･東経 144
度）マグニチュード 8.2、明治 29 年 6 月 15 日 19 時 40 分

に起こった。震度に関しては 2～4 であったが、浸水高は

14.6m が計測された。岩手県の死者・行方不明者 18,158
人、家屋被害 6,036 戸、田老町との割合は死者・行方不明

者 10.28%、家屋被害は 5.71%である。 
3-2 昭和三陸地震 

 昭和三陸地震は、三陸沖合約 200Km（北緯 39.23 度･

144.52 度）マグニチュードは 8.1、昭和 8 年 3 月 3 日 2 時

30 分に起こった。震度に関しても 5 を記録する強震であ

った。津波は地震から約 30 分後に到達し、浸水高は

10.1m が計測された。岩手県の死者･行方不明者 2,713 人、

家屋被害 4035 戸、田老町との割合は死者･行方不明者

33.58%、家屋被害は 12.4%である。 
3-3 東北地方太平洋沖地震 

発生時刻は平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分、震源地は

三陸沖（北緯 38.1 度、東経 142.9 度牡鹿半島の東南東約

130km 付近）震源の深さ 24km マグニチュード 9.0（註-2）

震度は 5 弱、岩手県の死者・行方不明 7,422 人、家屋被害

19,773 戸、田老町との割合は死者・行方不明者 2.23%、家

屋被害は 4.95%、田老町への津波到達時間は地震発生時間

から約 40 分後で、最大波（波高）は 15 時 26 分高さ 8.5m
以上、遡上高さは田老小堀内地区の 37.9m である。 
岩手県の火災発生件数は 34 件（消防庁平成 3 月 11 日

17:00）田老町 1 件である。 
 
 

 
表-1 三陸地方の地震年表 
（ﾏｰｶｰ箇所が田老町に明治以降大きな被害をもたらした地震津波） 

西暦 年号　 年 月日 名称 M 時刻 死者 流失家屋 備考

869 貞観 11 5月28日 8.3 夜 1300

1611 慶長 16 10月28日 8.1 午後1時 3000 田老平坦部、小港、下摂待地区全域

1616 元和 2 7月28日 不明 不明

1677 延宝 5 3月12日 7.25～7.5 午前0時 田老港、小港浜漁家流失

1678 延宝 6 7.5

1717 享保 2 7.5

1774 安永 3 5月3日 小規模

1793 寛政 5 1月7日 8～8.4

1896 明治 29 6月15日 明治三陸地震 8.5 午後7時40分 1859 285 漁船540隻

1896 明治 29 8月31日 7.2

1933 昭和 8 3月3日 昭和三陸地震 8.1 午前2時30分 911 505

1952 昭和 27 3月4日 十勝沖地震 午後11時30分 被害なし

1952 昭和 27 11月5日 午後3時 5mの高波、被害なし

1953 昭和 28 11月11日 午前0時 被害なし

1960 昭和 35 5月24日 チリ地震津波 午前4時 サッパ20隻流失(註-3）

1968 昭和 43 5月16日 1968年十勝沖地震 7.9 午前10時45分 大型漁船1隻、トバタ船数隻流失(註ｰ3）

2003 平成 15 5月26日 宮城県沖の地震 7.1

2003 平成 15 7月26日 宮城県北部の地震 6.2

2011 平成 23 3月3日 東北地方太平洋沖地震 9 午後２時４６分 166 979  
表-2 資料文献 

文献名 著者 発行年
三陸津波に於ける家屋被害について 濱田　稔 1933
東北地方震災被害状況 内務省警保局 1933
岩手縣昭和震災史 岩手縣編纂 1934
昭和八年三月三日三陸沖強震及津波報告 中央気象台 1950
哀史三陸大津波 山下文男 1982
安全性に関する考え方、方針に関する報告書 東京建築防災ｾﾝﾀｰ 1992
三陸海岸大津波 吉村　昭 2004
田老町史 田老町教育委員会 2007
東日本大震災災害調査報告書 日本火災学会 2012
東日本大震災に伴う対応状況 宮古市危機管理課 2012

大津波を生きる巨大防潮堤と田老百年のいとなみ 高山　文彦 2012

内閣府 2012
平成23年東北地方太平洋沖地震について：緊急災害
対策本部発表資料

 

 
図-1 震源の比較地図 

 
図-2 明治・昭和・東北地方太平洋沖地震浸水域比較図 
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4．津波の定義 

 津波とは地震が海で起こった場合、海底に大きな地殻

変動が生じ、海底に生じる水位の変動に従い流動し、海

波となって周囲に波及していくことである。津波の高さ

には「波高」「浸水高」「遡上高」の三種類の定義がある。

海水面の基準高さ(註-4)から、潮位を差し引いた偏差とし

て計測する。 
波 高：検潮所や沖合の波高計で計測された、波の峰の

高さと海水面までの高さ（註-5）。 
浸水高：陸上での波の峰と海水面との差で表す。 

現地盤を基準とした値は「浸水深」と言われる。 
遡上高：海洋上から海岸に打ち寄せてきた津波が陸地へ

這い上がり、到達した箇所の高さ。 
4-1 津波の高さ（浸水高） 

 明治三陸地震が 14.6m で、昭和三陸地震が 10.1m であ

った。東北太平洋地方沖地震においては、最大 15.75m を

計測され、明治昭和と比較しても、最も高い津波だった。 
4-2 浸水域 

浸水域に関しては、前記 3 つの津波被害と比較しても

ほとんど変わらない（図-2）。今回の地震以前に作成された

ハザードマップに関してもほぼ同じ浸水域を示した。各

時代で 浸水高が違っても同じ浸水域になる理由は、田

老町が海と急峻な山地に囲まれているからである。 
5. 人的被害と家屋被害 

明治三陸地震：全戸数 345 戸中、家屋流失戸は 345 戸

家屋被害の割合は 100%となり、人的被害は人口 2248 人

中、死亡人数 1867 人、死亡率は 83.1％となった。 
昭和三陸地震：全戸数 559 戸中、家屋流出戸は 500 戸、

家屋被害の割合は 89.4%となり、人的被害は総人口 2773
人中、死者数 911 人、死亡率 32.5%となった。 
東北地方太平洋沖地震：家屋被害は 1467 棟に対し全壊

866 棟、流失 113 棟（註 -6）、流失・全壊合計の割合は

66.7%となり、人的被害は人口 4302 人に対して死者 166
人（註-7）で死亡率 3.86%となった(表-3)。 

表-3田老町の人口及び家屋とその被害 

発生年月日 人口
死者・行方

不明者

死者・行方
不明者の割

合

家屋全戸
数

流失・全
壊戸数

流失・全
壊戸数の

割合

明治三陸地震 明治29年6月15日 2248人 1867人 83.1% 345戸 345戸 100%

昭和三陸地震 昭和8年3月3日 2773人 911人 32.5% 559戸 500戸 89.4%

東北地方太平洋沖地震 平成23年3月11日 4302人 166人 3.9% 1467棟 979棟 66.7%  

6. 田老町の防災 

6-1 防潮堤 

昭和 8 年 3 月 3 日に発生した昭和三陸大津波を教訓に、

昭和 33 年に 1350ｍの防潮堤と、昭和 54 年二重目の防潮

堤をもって（表-4）総延長 2433m 高さ 10.45m という世界

最大防潮堤を完成させた。防潮堤の高さは 10.45m 明治三

陸地震で記録した浸水高 14.6m よりも低いが、チリ沖地

震の津波では、防潮堤を越えなかった。第 2 防潮堤は東

北地方太平洋沖地震の津波によって崩壊した。崩壊した

防潮堤の陸側が最も高い浸水高を記録した箇所である（図

-3）。 
表-4 田老町の防潮堤施工記録 

防潮堤 第1 防潮堤 第2 防潮堤 第3 防潮堤
長さ 1,350m 582m  501m
工期 昭和9 年～32 年度 昭和37 年～40 年度 昭和48 年～53 年度  

第２防潮堤

第３防潮堤

第１防潮堤

第１防潮堤

 

図-3 防潮堤配置図 

6-2 避難経路 

避難経路は、基盤目状に道路整備がされ、町内どこに

いても山に向かい真直ぐに避難出来るようになっており、

避難箇所も 18 カ所あった。また、避難路や誘導標識の整

備も行い、停電時でも夜間に避難が出来るように、太陽

光発電式電灯も整備されていた。 
6-3 防災の取組 

明治三陸地震の津波を想定し防波堤を超えてくる映像

を作成し、地域住民に周知させ防災訓練で活用した。今

般の東北地方太平洋沖地震の浸水域と比較してもほぼ等

しいハザードマップができていた。 
7. まとめ 

 田老町の津波被害は過去の津波の浸水域が、ほぼ同じ

地域であるにも関わらず、今回の人的被害が過去の被害

と比べて、最も少ないことが示された。 
脚注 

註１参考文献については、「哀史三陸大地震」が極めて詳しく、資料の検証を含めて詳細な

考察を行っているため採用した。同書では『宮城県海嘯誌』と『岩手県管内海嘯被害戸数及

人口調書』を採用している。註 2 H23.3.13 気象庁発表。 註 3 サッパ：小型船・トバタ

船：1ｔ~5ｔの漁船 註 4 基準高さは津波到達時間の平常時の潮位の予想値（推算潮位）

を用いる。註 5 気象庁発表の津波観測記録はこの値を用いる。 註 6 宮古市の被害状況

の建物被害の中に戸の表記が無かったため、棟で比較した。註 7 H17.6.6 田老町は宮古市

と合併したため、旧田老町に該当する乙部・田老 161 人、摂待 5 人（H23.7.25 宮古市発

表）を田老町の死者数として示した。 
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